
興
志
）
が

昨
年
に

続
い
て

二
連
覇

を
果
た

し
ま
し

た
。

予
選
リ

ー
グ
を

勝
ち
抜

い
た
善

友
ク
ラ

ブ
、
公

チ
ー
ム

一

勝

一
敗
の

大
接
戦
と

な
り
ま
し

た
が
、
合

計
得
点
数

で
最
多
の

十
七
点
を

挙
げ
た
善

友
ク
ラ
ブ

が
公
文
名

文
名
Ｂ
、
正
覚
ビ
レ
ッ
ジ

の
三
チ
ー
ム
の
間
で
決
勝

リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
各

第
四
回
目
の
光
寿
会
ペ
タ
ン
ク
大

会
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
九
月
二
十

四
日
、
い
か
る
ぎ
館
で
開
催
さ
れ
善

友
ク
ラ
ブ

（林
孝
進
・
八
田
政
夫
・
林
喜

輝
羹
（

Ｆ
義

竹
林

Ｂ
を
わ
ず
か
二
点
差

で
振
り
切
り
優
勝
し

ま
し
た
。
二
位
は
公
文
名
Ｂ

（林
甚
松

。
島
照
子
・
林
義

夫
）
、
三
位
は
正
覚
ビ
レ
ッ
ジ

（北
條
蘇
春
・
林
久
子
・
武

部
幹
夫
）
で
し
た
。

を
行
っ
た
あ
と
懇
親
会
を
開

き
、
試
合
の
模
様
を
振
り

返
り
な
が
ら
楽
し
い

一
時

を
過
ご
し
六
時
こ
ろ
散
会

し
ま
し
た
。

田
和
八
年
生
ま
れ

八
人
が
新
入
金

公
民
館
主
催
の
般
若
地

区
敬
老
会
が
、
十
七
日
午

前
十
時
か
ら
、
庄
東
小
学

校
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
新
入
会
員
三
十

五
名
が
紹
介
さ
れ
、
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
児

・
小
学
校

・

中
学
校
児
童
生
徒
が
踊
り

や
吹
奏
楽
な
ど
を
披
露
し

た
ほ
か
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、

寸
劇

「笠
地
蔵
」
な
ど
の
余
興
も
あ

り
、
約
百
五
十
人
ほ
ど
の
参
加
者
が

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
年
は
昭
和
八
年
生
ま
れ
の
人
が

新
た
に
招
か
れ
ま

し
た
が
、
当
会
か

ら
は
宮
下
修
さ
ん

，
え

、
林
ゆ
り

さ
ん

（坂
東
）
、
山

清
ア
エ
子
さ
ん

（坂
え

、
八
田
頼

―
討
子
さ
ん

Ｆ
覚
）
、

林
久
子
さ
ん
⌒川
原
）
、
齊
藤
ユ
キ
さ

ん
⌒善
導
）
、
島
道
成
さ
ん
（公
文

名
）
、
林
甚
松
さ
ん

（公
文
名
）
の
八
人
が
新
入
会
員
と
し

て
招
か
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
頼
威
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

ア
ク
セ
ス
が

中
万
人
を
実
破

八
月
の
ら
ん
じ
ょ
浮
世
亭
で
も
紹
介
さ
れ
た
頼
成
自

治
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ｏ
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
見
た
人

が
八
月
二
十

一
日
、
つ
い
に

一
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

署からず寒からず 絶好のコンタニジヨン
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武離由美子 朴  ムテ
拍 _孝 進 八日 珠去
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会
員
の
慶
弔

慶
事林

　
綾
乃
　
様

砺
波
市
保
健
衛
生
協
議
会
長
表
彰

ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
・
赤
十
字
奉
仕

団
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、
地
域
の
保
健
衛

生
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。弔

事
齊
藤
　
信

一　
様

九
月
四
日
　
死
去

享
年
数
え
年
八
十
八
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

頼
成
の
現
況
や
歴
史
、
民

俗
な
ど
、
様
々
な
情
報
を
世

界
に
向
か
っ
て
発
信
す
る
ホ

ー
ム
ベ
ー
ジ

「い
い
と
こ
や

ち
や
ら
ん
じ
ょ
」
が
、
国
内

外
の
ど
こ
か
で

一
万
人
も
の

人
の
日
に
ふ
れ
た
こ
と
に
な

り

ま

す

。

訂
工

本
紙
九
月
号

一
面
中
段
の
記
事
に
不
正

確
な
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
「●
瀬
、
下
麻
生
、

浅
井
な
ど
広
範
日
に
わ
た
っ
て
」
の
文
中
か

ら
、
柳
瀬
を
削
除
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

′な
　
静

　
の
と
き
つヽ
　
た

う

嬌
け

て
屎

ュ

ろ
な

Ｐ
妨

ぎ

お

潤

春
月
子

二童 り近いちゃ

親墨 豊セ簑コ



庄
車プ
ロ
ック
三位
に入壼

第
二
回
ふ
れ
愛
ス
ポ
ー
ツ
大
会

市
老
連
主
催
の
ふ
れ
愛
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
九
月
六
日
会
員
約
二

百
人
が
参
加
し
て
西
部
体
育
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
世
代
間
交
流
と

し
て
会
員
と
保
育
園
児
に
よ
る
大

好
き
ツ
イ
ス
ト
、
大
玉
こ
ろ
が
し

等
を
童
心
に
か
え

っ
て
楽
し
み
ま

し
た
。
プ
ロ
ツ
ク
対
抗
戦
で
は
庄

東
チ
ー
ム
が
、
出
町

、
東
部
に
次

い
で
第
二

当
会

か
ら
は

林
成

憲
、
八

田
嵩
、

開
田
紀

子
、
林

義
夫
、
林
勉

一
、
池
田
富

子
、
林
綾
乃
、
林
愛
行
の
八

名
が
出
場
し
ま
し
た
。

林

孝

難

さ

ん

が

優

勝

頼
成

一
四
会
主
催
納
涼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

九
月

一
日
、
向
山
健
民
公
園
で

一
四
会
、
光
寿
会
、

婦
人
会
な
ど
の
会
員
が
多
数
参
加
し
て
開
か
れ
た
納
涼

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
、
当
会
会
員
の
林
孝
雄
さ

ん
⌒北
明
）
が
、
見
事
に
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
第
二

位
に
林
儀
作
さ
ん
⌒川
原
）
、
第
三
位
に
林
喜
興
志
さ
ん

（善
導
）
が
入
賞
当
会
会
員
が
上
位
を
独
占
し
ま
し
た
。

秋

の

一

泊

旅

行

十
月
二
十
五
日

（木
）
～

二
十
六
日

（金
）
宝
仙
閣
泊

妙
観
院
　
一示
玄
酒
造
　
長
齢
寺

能
登
食
祭
市
場
な
ど

参
加
費
　
男
　
一
万
五
千
円

女

　
一
万
四
千
五
百
円

申
込
締
切
十
月
十
五
日

ベ
タ
ン

ク
用
具

等
収
納

庫
設
置

こ
の
ほ

ど
光
寿
会

長
の
肝
い

り
で
い
か

る
ぎ
館
裏

に
ペ
タ
ン
ク
用
品
を
納
め
る
収
納

庫
が
設
置
さ
れ
、
た
い
へ
ん
便
利

に
な
り
ま
し
た
。

林

義

夫

さ

ん

見

事

優

勝

砺
波
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
秋
季
大
会

九
月

一

日
、
市
内

の
腕
自
慢

一
七
六
人

が
参
加
し

て
砺
波
総

合
運
動
公

園
で
開
か

れ
た
標
記

の
大
会
に

お
い
て
、

当
会
会
員

の
林
義
夫

さ
ん

公
文

０

が
見
事

に
第

一
位

の
栄
冠
を

獲
得
さ
れ

ま
し
た
。

ちの福れし憲 日我だ北 とさ円い題テ トがの国胃に  。、かるぎ

あ
る
●
の
キ
■
ご
ざ

い
ま
す
。
”
よ
セ
樽
に
任
キ
の
こ
に
の
ふ
‘

ン
．
繊
Ｉ
Ｔ
∫
ら
ｒ
ら
”
，
さ
に
，
っ
で
い
ら
っ
ｔ
，
い
ま
ｔ
た
。

た
の
■
に
く
い
■
い
る
■
の
た
に
，
乃
ル
，
■
の
よ
う
に
１
っ
０

■
．
１
の
１
ん
や
に
あ
る
全
色
の
ユ
か
ら
に
，
り
を
も
を
た
，
い
嬌

い
０
ア
．
見
同
サ
く
あ
Ａ
り
ヽ
薔
薇
■
を
り
二
十
．
輌
■
に
可
え
朝

，
の
マ
ご
ざ
い
ｉ
ｔ
ょ
う
．

1 0月 イ号 彗諄f=

★ 2日  定例役員会


